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６月定例会宅地造成事業特別会計に

5億2210万円
宅地造成事業特別会計に

5億2210万円
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使用料及び手数料など　　
2億2362万円（5.5％） 

繰入金
8億1634万円
　（20.2％）

  国庫支出金
4億371万円
 （10.0％）

村　税
  12億5982万円
　　（31.1％）

自主財源
22億9978万円
（56.8％）

経常的経費
（67.5％）

投資的経費 
（15.4％） 　

その他の経費
（17.1％）

投資的経費 
（15.4％） 　

その他の経費
（17.1％）

依存財源
17億5022万円
（43.2％）

村債（借入金）
2億6000万円
　　　　（6.4％）

村債（借入金）
2億6000万円
　　　　（6.4％）

地方交付税
6億5000万円
　（16.0％）

地方譲与税など
2億1108万円（5.2％）

県支出金
2億2543万円（5.6％）

商工費
1億6667万円
　 （4.1％）

商工費
1億6667万円
　 （4.1％）

　教育費
4億9594万円
　　 （12.3％）

　教育費
4億9594万円
　　 （12.3％）

  公債費 
3億4919万円
　（8.6％）

民生費
7億1856万円
（17.7％）

33.5 33.7

一般会計当初予算額推移

41.8

平成24年度 平成25年度 平成26年度

（単位：億円）

    衛生費
3億3360万円
　   （8.2％）

    衛生費
3億3360万円
　   （8.2％）

総務費
5億8199万円
（14.4％）

土木費
8億1195万円
　   （20.1％）

消防費・農林水産業費など
5億596万円（12.5％）

議会費
8614万円（2.1％）
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2億2362万円（5.5％） 

繰入金
8億1634万円
　（20.2％）

  国庫支出金
4億371万円
 （10.0％）

村　税
  12億5982万円
　　（31.1％）

自主財源
22億9978万円
（56.8％）

経常的経費
（67.5％）

投資的経費 
（15.4％） 　

その他の経費
（17.1％）

投資的経費 
（15.4％） 　

その他の経費
（17.1％）

依存財源
17億5022万円
（43.2％）

村債（借入金）
2億6000万円
　　　　（6.4％）

村債（借入金）
2億6000万円
　　　　（6.4％）

地方交付税
6億5000万円
　（16.0％）

地方譲与税など
2億1108万円（5.2％）

県支出金
2億2543万円（5.6％）

商工費
1億6667万円
　 （4.1％）

商工費
1億6667万円
　 （4.1％）

　教育費
4億9594万円
　　 （12.3％）

　教育費
4億9594万円
　　 （12.3％）

  公債費 
3億4919万円
　（8.6％）

民生費
7億1856万円
（17.7％）

33.5 33.7

一般会計当初予算額推移

41.8

平成24年度 平成25年度 平成26年度

（単位：億円）

    衛生費
3億3360万円
　   （8.2％）

    衛生費
3億3360万円
　   （8.2％）

総務費
5億8199万円
（14.4％）

土木費
8億1195万円
　   （20.1％）

消防費・農林水産業費など
5億596万円（12.5％）

議会費
8614万円（2.1％）
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あ  

ら  

ま  

し
　

　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
27
年
度
の
各
種
会
計
当
初
予
算
８
件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
同
意
１
件
、
条
例
の
改
正
２
件
の
11
件
と
、
議
員
提
案
に
よ
る
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
の
決
議
を

審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
繰
越
計
算
書
の
報
告
を
１
件
受
け
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
10
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
質
問
順
に
８
ペ
ー
ジ
か
ら
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

歳　入
（財源）

歳　出
（使いみち）

平成27年度

予算成立

平成27年度　特別会計予算
会 　計 　別 予　算　額

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 会 計 ６億１,９２０万円

下 水 道 会 計 ２億６,９２３万円

介 護 保 険 会 計 ４億７,５１１万円

戸別合併処理浄化槽会計 ４,１７２万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ５,１４８万円

宅 地 造 成 事 業 会 計 ５億２,２１０万円

水
道
会
計

収 益 的 収 入 及 び 支 出 ２億４,３１７万円

資 本 的 収 入 ０．１万円

資 本 的 支 出 １,６０５万円

村民1人当たりの使い道 （一般会計）村民1人当たりの使い道 （一般会計）村民1人当たりの使い道 （一般会計）

税金の使いみち税金の使いみち税金の使いみち

•コンピュータ管理
５,０８５万円

•村民バス運行
２,４３１万円

•プレミアム商品券
２,８１１万円

•黒川病院運営負担金
６,０３４万円

•生活ごみ収集
運搬等業務

２,８９６万円

•子ども・子育て支援事業
１億５,３３３万円

•障害者総合支援
８,９７４万円

•塩浪地区団地整備
１億７７３万円

•クリエートパーク
遊具更新

１,１３０万円

•小中学校太陽光発電設備
８,５９５万円

•ときわ台
コミュニティ施設
８,２８５万円

•黒川消防署運営
１億６１１万円

•村消防団運営等
２,０７９万円

•イノシシ対策
電気柵設置助成

６０万円

総務費

衛生費 土木費

消防費

商工費
民生費 教育費

農林水産業費

＜性質別経費＞
・経常的経費…事業費内の人件費や

物件費、公債費など
義務付けられた任意
に節約できない経費

・投資的経費…公共施設などの整備、
建設に必要とされる
経費

＜目的別経費＞
　土木費、民生費、教育費などの
ように経費を行政目的ごとに分類
したもの。

＜自主財源＞
　村が自主的に調達できるお金
自主財源が多いほど、行政活動の
自主性・安定性が高いとされる

＜依存財源＞＞
　国や県の基準に基づいて交付さ
れるお金



（　）第165号（平成27年８月27日） おおひら議会だより 4（　） 第165号（平成27年８月27日）おおひら議会だより5

27年度 予算は何に使われるのか

―
住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助
成

の
金
額
は

保　

村
内
工
場
で
生
産
さ
れ
た
発
電

設
備
な
ら
出
力
１
kw
あ
た
り
10
万

円
、
上
限
35
万
円
ま
で
助
成
す
る
。

村
外
の
も
の
は
出
力
１
kw
あ
た
り
５

万
円
、
上
限
17
万
５
千
円
。

　
―
低
公
害
車
購
入
助
成
の
金
額
は

保　

村
内
工
場
で
生
産
さ
れ
た
補
助

対
象
車
に
６
万
円
、
補
助
対
象
軽
自

動
車
に
２
万
円
、
そ
れ
以
外
の
補
助

対
象
自
動
車
に
３
万
円
を
助
成
す

る
。

　
―
助
成
の
概
要
は

保　

ご
み
集
積
カ
ゴ
の
ふ
た
を
重
い

鉄
製
の
も
の
か
ら
ネ
ッ
ト
製
に
改
修

す
る
費
用
と
し
て
一
ヶ
所
あ
た
り
３

千
５
百
円
を
助
成
す
る
。

　
―
カ
ラ
ス
等
の
害
獣
の
イ
タ
ズ
ラ

に
弱
い
の
で
は

保　

先
行
導
入
し
た
地
区
に
よ
る

と
、
問
題
な
い
と
の
こ
と
。
ゴ
ミ
だ

し
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
貰
え
れ
ば
、

被
害
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
―
と
き
わ
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
概
要
は

総　

敷
地
面
積
約
千
㎡
、
建
物
面
積

２
３
８
㎡
、
構
造
的
に
は
既
存
の
集

会
所
と
ほ
ぼ
同
じ
。

　
―
利
用
人
数
は

総　

と
き
わ
台
団
地
と
、
塩
浪
の
新

団
地
の
住
民
、
合
わ
せ
て
２
０
０
世

帯
弱
を
想
定
し
て
い
る
。

　
―
備
品
購
入
の
内
訳
は

総　

宝
く
じ
助
成
事
業
を
利
用
し

て
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
等
を
購
入
予
定
。

　
―
助
成
の
概
要
は

農　

補
助
率
２
分
の
１
で
限
度
額
30

万
円
を
設
定
し
て
い
る
。
比
較
的
小

さ
な
設
備
を
想
定
し
た
村
単
独
事
業

で
あ
る
。

　
―
大
会
の
内
容
は

企　

Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ａ
杯
第
５
回
全
日
本

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
ペ
ア
の
部
が

万
葉
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
実
施
さ
れ

る
。
１
２
０
組
２
４
０
名
の
選
手
が

出
場
す
る
。

　
―
村
は
ど
う
関
わ
る
の
か

企　

大
会
の
後
援
と
い
う
立
場
に
な

る
。
全
国
の
選
手
に
向
け
て
大
衡
村

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
―
敬
老
者
の
人
数
と
祝
品
の
単
価

は保　

敬
老
者
は
概
数
で
９
百
名
を
想

定
、
祝
品
は
一
人
当
た
り
２
千
８
百

円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
―
祝
品
の
選
定
方
法
は

保　

今
年
度
か
ら
は
課
外
の
意
見
も

参
考
に
し
て
選
定
を
行
う
。

　
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度

な
の
か

住　

日
本
の
全
住
民
一
人
一
人
に
１

２
ケ
タ
の
番
号
が
設
定
さ
れ
る
。
各

部
署
が
管
理
し
て
い
る
情
報
を
効
率

化
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を

高
め
る
。

　

10
月
１
日
に
通
知
カ
ー
ド
が
全
戸

に
配
布
さ
れ
る
。

�

　
―
捕
獲
用
く
く
り
わ
な
は
何
基
購

入
す
る
の
か

農　

６
基
の
購
入
を
予
定
し
て
い

る
。

　
―
イ
ノ
シ
シ
避
け
電
気
柵
購
入
助

成
の
概
要
は

農　

電
気
柵
購
入
に
際
し
、
補
助
率

２
分
の
１
で
上
限
額
20
万
円
の
助
成

を
行
う
。

　
―
駆
除
隊
の
後
継
者
不
足
へ
の
対

策
は

農　

補
助
員
制
度
の
導
入
や
、
農
業

に
携
わ
る
人
が
く
く
り
わ
な
免
許
を

取
得
で
き
る
制
度
を
検
討
す
る
。

　
―
ど
の
公
園
の
何
を
長
寿
命
化
さ

せ
る
の
か

都　

今
年
度
は
万
葉
ク
リ
エ
ー
ト

パ
ー
ク
の
歩
道
安
全
柵
、
あ
ず
ま
や

の
ベ
ン
チ
、
園
路
の
修
繕
を
予
定
し

て
い
る
。

　
―
そ
の
他
の
公
園
で
は

都　

五
反
田
運
動
広
場
と
緑
水
公
園

の
安
全
性
に
問
題
の
あ
る
遊
具
を
撤

去
す
る
。

敬
老
会
祝
品

イ
ノ
シ
シ
対
策

公
園
長
寿
命
化
対
策

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

住
宅
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
設
置

と
き
わ
台
集
会
所

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

設
置
助
成

全
日
本

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー

購
入
補
助 ○　主　な　質　疑　○

予算審査特別委員会

　平成27年度の各種会計の当初予算を審査する
ため、予算審査特別委員会（委員長 佐々木春
樹・副委員長 佐藤  貢）が６日間にわたり開かれ
ました。
　特別委員会では、各課長などに質疑を行い、慎
重審議した結果、「可決すべき」と決定し、29
日の本会議で議長に報告しました。

27年度 予算は何に使われるのか

佐々木春樹 委員長

　 回 答 者  表記

総  務  課  長 総

 財  務  課  長 財

 企画商工課長 企

 住民税務課長 住

 都市整備課長 都

 農林建設課長 農

 保健福祉課参事 保

 教育学習課長 教

 公  民  館  長 公

 監  査  委  員 監

 会 計 管 理 者 会

ビニールハウス（松原地区）

公
園
遊
具

イノシシ横断中 !�!（大瓜地区）

改
修
後
の
ご
み
集
積
カ
ゴ
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　地方自治の根幹をなす機関である議会が、これまで以上に住民の代表としての責任と役割を果たせ
るよう、かつての改革・活性化の取り組みを踏まえ、更に時代に適応した議会となるための改革・調
査・検討を行う委員会が議員発議により提案され、全会一致で可決されました。
　今後は右記の６項目の調査のた
め議長を除く全議員で構成された
議会活性化特別委員会（委員長：
細川幸郎、副委員長：齋藤一郎）
が定期的に調査を行っていきます。

６月定例会

小川　宗寿
Ｐ８

◦村内交通事情変化に伴う
今後の整備計画は

◦公営企業を外部委託する考えは

佐々木金彌
Ｐ９

◦塩浪住宅団地の造成を早急に
◦住宅団地への補助金は

早坂　豊弘
Ｐ10

◦シルバー人材センターの設置は可能か
◦教育施設の破損修繕を

齋藤　一郎
Ｐ11

◦万葉まちづくりセンターの運営は

山路　澄雄
Ｐ12

◦萩原村長の基本的姿勢を問う
◦塩浪団地の造成について

佐 藤  　貢
Ｐ13

◦萩原村政の今後の基本方針を問う

石 川  　敏
Ｐ14

◦教育施策の基本方針は

小川ひろみ
Ｐ15

◦職員に対する待遇は
◦奨学資金の給付制度を考えては
◦赤ちゃんサポートについて

遠藤　昌一
Ｐ16

◦村長の政治姿勢を問う

文屋　裕男
Ｐ17

◦不正入園の事実はあったのか
◦不信任決議の本当の理由は

10人の議員が登壇次ページから 一般質問

予算審査特別委員会

総括質疑
文
屋
裕
男 
委
員

　
保
健
福
祉
課
長
の
長
期
休
養
に

よ
り
、
業
務
に
支
障
を
来
た
し
て

い
る
。
課
長
の
不
在
に
よ
り
職
員

は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。
長
期
休

養
を
要
す
る
場
合
、
公
務
員
法
で

は
降
任
で
き
る
と
あ
る
が
、
村
長

の
考
え
を
問
う
。

　
ま
た
休
職
中
で
も
80
％
の
給
料

が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思

う
。

　
今
回
の
委
員
会
で
の
保
健
福
祉

課
の
答
弁
は
、
答
え
が
出
て
く
る

ま
で
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
た
。
課

長
不
在
の
弊
害
の
表
れ
で
は
な
い

か
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
後
任
の
課
長

を
任
命
す
べ
き
で
あ
る
。

村
長

　

当
該
課
長
は
平
成
26
年
12
月
27

日
よ
り
平
成
27
年
６
月
24
日
迄
の

１
８
０
日
間
病
気
休
暇
を
取
得
し

て
い
る
。

　

６
月
25
日
か
ら
１
年
間
の
休
職

辞
令
を
発
令
し
て
い
る
。
休
職
処

分
を
行
う
場
合
は
、
当
該
職
員
の

身
分
を
保
証
す
る
義
務
が
あ
り
、

本
人
に
不
利
益
に
な
る
降
任
は
出

来
な
い
。
復
職
後
に
職
務
の
遂
行

に
支
障
を
来
た
す
場
合
は
適
用
さ

れ
る
。

　

確
か
に
課
長
不
在
で
仕
事
に
支

障
を
来
た
し
た
と
い
う
指
摘
は
当

然
あ
る
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　

後
任
の
課
長
を
含
め
た
人
事
を

７
月
１
日
付
け
で
発
令
す
る
。

　
保
健
福
祉
課
長
の

長
期
休
養
に
つ
い
て
　

１
年
間
の
休
職
辞
令
を
発
令

佐 

藤  

　
貢 

議
員

　

当
初
予
算
は
、
総
額
40
億
５
千

万
円
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

大
型
の
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源

が
56
・
8
％
と
前
年
度
に
比
べ
、

約
４
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
企
業
誘
致
の
継
続
、
村

税
等
の
滞
納
整
理
と
合
わ
せ
、
財

源
確
保
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

　

歳
出
に
お
い
て
も
、
補
助
事
業
、

単
独
事
業
と
有
効
的
に
計
画
さ
れ
、

大
衡
村
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
福
祉
・
教
育
・
農
業
・

商
業
な
ど
村
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
村
民
生
活
に

関
わ
る
充
実
し
た
施
策
を
計
画
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
、
原
案
に

賛
成
す
る
。

賛成

一般会計予算可決
採決　　賛成12・反対１

討 

論
（
一
般
会
計
）

特別会計6会計、水道会計は全会一致で可決

◦主な条例の制定
　・大衡村介護保険条例の一部を改正する条例

　介護保険法の改正により、低所得者の第１号保険料の低減強化を行うもの

　・大衡村保育の実施に関する条例の廃止
　平成２７年４月より施行された子ども・子育て支援新制度の導入により、旧制度の
廃止を行うもの

◦議会活性化特別委員会設置

委員会の調査項目
① 議員定数及び報酬に関すること
② 政務活動費に関すること
③ 議会運営等のあり方に関すること
④ 常任委員会等のあり方に関すること
⑤ 法規定以外での執行部付属機関への

委員の就任に関すること
⑥ その他目的達成に関すること

６月定例会
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塩
浪
住
宅
団
地
は
３
月
議

会
で
予
算
不
成
立
の
た
め

に
３
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
今

回
特
別
会
計
を
設
定
し
、

５
億
２
千
万
円
の
工
事
費
を

計
上
し
た
が
、
そ
の
進
め
方

を
問
う
。

　

ま
た
分
譲
販
売
ま
で
の
予

定
計
画
は
。

　

塩
浪
団
地
は
平
成
25
年
よ

り
検
討
し
て
き
た
事
業
で
、

今
年
は
伐
採
工
事
と
造
成
工

事
を
実
施
し
、
関
連
し
て
防

災
調
整
池
と
流
末
の
水
路
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
開
発
許
可
申
請
や

工
事
発
注
に
向
け
手
続
き
を

進
め
て
い
き
、
今
年
度
中
に

造
成
工
事
の
完
成
を
目
指
す
。

道
路
や
上
下
水
道
の
イ
ン
フ

ラ
も
着
手
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
。

 

議
員

 

村
長

 

村
長

　

近
年
村
内
交
通
量
増
加
に

伴
い
啓
発
活
動
と
し
て
「
大

衡
村
通
学
路
安
全
推
進
会

議
」
を
立
ち
上
げ
「
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
公
表
し
て
い
る
。
村
道

大
瓜
北
側
線
と
村
道
中
島
沓

掛
線
の
交
差
点
信
号
設
置
は

平
成
26
年
か
ら
継
続
し
て
要

望
し
て
い
る
。

　

企
業
進
出
で
村
内
全
域
に

渡
る
交
通
渋
滞
、
昼
夜
24
時

間
、
通
勤
者
や
物
流
車
輌
が

通
行
し
て
い
る
。
西
部
地
区

で
あ
る
五
反
田
か
ら
大
瓜
地

区
に
は
、
土
曜
、
日
曜
は
牛

野
ダ
ム
、
ゴ
ル
フ
場
へ
の
車

輌
も
多
く
見
ら
れ
る
中
、
平

日
時
に
お
い
て
月
一
件
自
損

事
故
や
人
身
事
故
が
起
き
て

い
る
が
事
故
対
策
等
に
啓
発

を
講
じ
て
い
る
の
か
。

 
議
員佐々木金彌 議員

（一問一答）

小川　宗寿 議員
（一問一答）住宅需要のあるうちに

やりたいね！

　

村
で
は
分
譲
ま
で
の
予
定

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

住
宅
建
設
へ
の
補
助
金
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

と
き
わ
台
団
地
は
補
助
金

制
度
が
大
好
評
で
早
期
完
売

に
な
っ
た
と
思
え
る
。
若
者

の
定
住
促
進
と
人
口
減
少
対

策
と
し
て
今
後
も
続
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

村
内
の
古
い
農
家
の
空
き

家
に
つ
い
て
、
定
住
の
活
用

は
出
来
な
い
か
。

　

今
年
７
月
に
工
事
入
札
の

手
続
き
を
開
始
し
、
翌
平
成

28
年
３
月
ま
で
に
造
成
工
事

を
進
め
た
い
。
冬
場
の
雪
の

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
良
い

工
事
を
し
て
い
き
た
い
。
都

市
整
備
課
と
農
林
建
設
課
が

一
丸
と
な
り
対
応
し
て
い
き
、

平
成
29
年
４
月
に
分
譲
を
開

始
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　

村
で
は
定
住
促
進
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
、
平
成
31

年
度
ま
で
５
年
間
延
長
し
、

Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
人
口
増
加

に
努
力
し
て
い
く
。

　

空
き
家
に
つ
い
て
も
調
査

し
、
新
規
農
業
者
へ
利
用
で

き
る
か
調
べ
て
検
討
し
た
い
。

 

村
長

公
営
企
業
を

外
部
委
託
す
る
考
え
は

　

  

今
、
考
え
る
段
階
に
な
い　

住
宅
団
地
へ
の
補
助
金
は　

　

  

現
在
の
補
助
金
を
５
年
間
延
長

　

公
営
企
業
経
営
改
革
と
し

て
「
上
下
水
道
経
営
」
を
持

続
可
能
に
行
う
為
、
設
備
等

経
年
劣
化
に
伴
う
改
修
、
計

画
変
更
を
外
部
委
託
す
る
こ

と
で
段
階
的
に
改
修
計
画
が

極
め
ら
れ
、
収
支
状
況
か
ら

適
切
な
財
源
バ
ラ
ン
ス
が
得

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
戸
籍
事
務
、
介
護
保
険

事
務
等
「
定
型
的
な
処
理
業

務
」
を
繰
り
返
す
事
務
職
も

想
定
し
て
い
る
が
委
託
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

公
営
企
業
は
住
民
生
活
に

身
近
な
社
会
資
本
と
し
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
役

割
を
果
た
す
等
、
将
来
に
わ

た
っ
て
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
為
、
経
営
環
境
を
適
切

に
把
握
し
見
直
し
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

水
道
事
業
40
年
、
下
水
道

事
業
23
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
計
画
的
に
更
新
計

画
を
た
て
な
が
ら
維
持
管
理

を
中
心
と
し
て
い
る
現
況
で

あ
る
。

　

役
場
窓
口
業
務
が
年
間
８

千
件
で
あ
る
。
外
部
委
託
す

る
こ
と
で
住
民
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
繋
が
る
と
は
思
わ

な
い
。
成
功
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
そ
の
段
階
で
は

な
い
。

 

村
長

 

議
員

 

議
員

塩浪住宅団地の
造成を早急に

　  平成２９年の分譲開始を目指す

村内交通事情変化に伴う
今後の整備計画は

　  事故多発箇所へ信号設置要望

一生懸命だと知恵が出る
中途半端だと愚痴が出る
いい加減だと言い訳が出る

これからも
一生懸命知恵を出します

事
故
多
発
交
差
点
（
大
瓜
地
区
）

塩
浪
団
地
開
発
予
定
地



一 般 質 問 村政を問う 一 般 質 問村政を問う

（　）第165号（平成27年８月27日） おおひら議会だより 10（　） 第165号（平成27年８月27日）おおひら議会だより11

　

厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
活
動
し
て
い
る
自
治

体
は
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

が
改
善
し
、
一
人
当
た
り

６
％
の
医
療
費
削
減
に
繋

が
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢

者
が
活
力
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
、
働
け
る
場
の
提
供
を

必
要
と
考
え
る
が
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
軽
易
な
業
務
を
請
負
・

委
託
の
形
式
で
行
う
公
益
法

人
で
あ
る
。

　

本
村
で
は
人
口
、
需
要
の

面
を
考
え
て
も
難
し
い
。

　

企
業
は
比
較
的
若
い
人
材

を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

村
内
の
企
業
・
農
業
者
が

他
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
を
利

用
し
て
い
る
。

　

県
内
に
は
29
の
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
中
に

は
本
村
よ
り
も
人
口
の
少
な

い
町
も
あ
る
。

　

本
村
で
も
必
要
で
は
な
い

か
。

　

実
現
出
来
る
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
検
討
し
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

社
員
採
用
に
あ
た
っ
て
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
し
て
社
員
を
採
用
し
て
い

る
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
を
抱
え
る

地
方
公
共
団
体
は
「
第
三
セ

ク
タ
ー
あ
り
方
指
針
」
や
点

検
・
評
価
更
に
は
経
営
指
導

出
来
る
「
第
三
セ
ク
タ
ー
関

与
方
針
」
を
設
け
て
い
る
自

治
体
が
多
い
。
村
も
設
け
る

べ
き
と
思
う
が
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
経
営
改
善
に

努
め
、
自
立
し
た
経
営
を
目

指
す
必
要
か
ら
村
と
し
て
の

関
与
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
施
設
の
破
損
修
繕
を　

　

  

中
学
校
と
協
議
し
て
検
討
す
る

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
万

葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は

平
成
17
年
３
月
に
大
衡
村

六
百
五
十
万
円
、
Ｊ
Ａ
あ
さ

ひ
な
百
万
円
、
旧
宮
城
沖
電

気
が
百
万
円
、
郡
内
金
融
機

関
三
社
合
せ
て
百
五
十
万
円
、

合
計
資
本
金
一
千
万
円
で
立

ち
上
げ
た
会
社
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営

や
公
園
除
草
作
業
を
委
託
し

て
い
る
。

　

村
が
65
％
を
出
資
し
て
い

る
会
社
を
村
長
は
官
と
捉
え

て
い
る
か
民
と
認
識
し
て
い

る
か
問
う
。

　

設
立
経
緯
か
ら
「
官
か
ら

民
へ
、
民
で
で
き
る
も
の
は

民
に
委
ね
る
」
と
し
、
基
本

協
定
に
基
づ
き
管
理
運
営
は

徹
底
し
て
い
る
。

　

一
般
民
間
会
社
の
草
刈
作

業
や
除
雪
作
業
、
万
葉
美
人

の
酒
販
売
は
販
売
基
盤
の
弱

い
小
売
店
や
村
内
民
間
業
者

に
任
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設

（
万
葉
お
お
ひ
ら
館
・
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
交
流
館
）
で

販
売
す
る
こ
と
で
村
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
い
る
。

 

議
員

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 
村
長

 

村
長

　

中
学
校
の
駐
輪
場
は
、
屋

根
の
赤
サ
ビ
や
柱
の
腐
食
、

土
台
の
亀
裂
な
ど
が
目
立
つ
。

事
故
が
起
き
る
前
に
修
理
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

赤
サ
ビ
や
車
止
め
の
破
損

な
ど
は
、
中
学
校
の
意
向
も

確
認
し
な
が
ら
、
修
繕
を
検

討
し
て
い
く
。

　

中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
、
老
朽
化
が
進
み
凸
凹
が

ひ
ど
く
、
中
体
連
前
の
練
習

を
一
部
他
校
で
実
施
せ
ざ
る

を
得
な
い
な
ど
、
部
活
動
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ト
改
修
工
事
費
と
し

て
平
成
27
～
31
年
の
予
算
に

３
千
５
百
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
前
倒
し
出
来
な

い
か
。

　

出
来
る
だ
け
早
く
改
修
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

 

教
育
長

 

教
育
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

万葉まちづくりセンターの
運営は

　  民間のノウハウを最大限に発揮

シルバー人材センターの
設置は可能か

　  実現は難しいが検討する

齋藤　一郎 議員
（一問一答）

早坂　豊弘 議員
（一問一答）

透明性のある
村民の期待を裏切らない
会社を目指してほしい

中学校駐輪場

つるばみ苑除草作業

シルバー人材
あればいいのにな～
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14
億
円
の
財
政
負
担
を
行

い
「
塩
浪
団
地
」
の
開
発
・

造
成
が
始
ま
る
が
、
小
学
校

の
東
側
・
南
側
の
山
林
は
、

小
学
校
開
設
時
よ
り
「
環
境

緑
地
」
と
し
て
保
全
し
て
、

教
育
環
境
を
守
っ
て
い
く
と

の
認
識
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
教
育
環
境
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
「
緑
地
公

園
」
等
の
計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

次
に
大
規
模
な
団
地
造
成

に
伴
う
財
政
負
担
で
危
惧
さ

れ
る
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

円
安
等
の
影
響
に
よ
る
資

材
・
人
件
費
の
高
騰
で
あ
る

が
、
ど
の
様
に
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

第
３
点
は
、
大
規
模
な
造

成
工
事
に
伴
う
、
交
通
量
の

増
加
と
騒
音
に
対
す
る
児
童

生
徒
と
地
域
住
民
の
生
活
を

守
る
施
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
、
対
策
を
問
う
。

　

今
後
、
実
施
計
画
の
図
面

等
を
精
査
し
な
が
ら
、
た
と

え
ば
「
緩
衝
緑
地
帯
」
の
よ

う
な
も
の
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

村
で
は
県
で
定
め
た
支
援

事
業
に
加
え
て
、
万
葉
す
く

す
く
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
始

め
、
村
独
自
の
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
世
帯
に
お
け
る
日
常
生
活

支
援
の
環
境
整
備
を
図
っ
て

い
く
事
も
福
祉
政
策
と
し
て

重
要
と
考
え
る
が
。

　

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
行
事
業
の
拡
充
と

し
て
、
ミ
ル
ク
・
オ
ム
ツ
へ

の
助
成
事
業
を
検
討
し
て
い

る
。

　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
軽
度
生
活
支
援

事
業
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

生
活
支
援
事
業
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

　

ま
た
、
障
害
者
福
祉
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

人
口
減
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
整
備
事
業
が
施
行

さ
れ
る
が
、
定
住
促
進
の
た

め
の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
住
促
進
事

業
補
助
金
並
び
に
子
育
て
支

援
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

一 般 質 問村政を問う

　

大
衡
村
の
農
業
・
農
家
の

現
状
は
後
継
者
の
減
少
、
高

齢
化
、
そ
し
て
農
業
所
得
の

低
下
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
疲
弊
し
た
農
業
・
農

家
の
立
て
直
し
を
図
る
具
体

的
な
施
策
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
の
農
業
に

対
す
る
支
援
策
は
継
続
し
て

い
く
の
か
。

　

今
年
２
月
に
議
会
議
員
、

農
業
委
員
、
そ
し
て
認
定
農

業
者
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

き
「
大
衡
村
の
農
業
を
考
え

る
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
継
続
的
な
実
施
な
ど

に
よ
り
、
安
心
し
て
農
業
に

取
り
組
め
る
具
体
的
な
施
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
村
独
自
の
助

成
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

村
長

一 般 質 問 村政を問う

　

元
職
員
に
よ
る
横
領
・
詐

欺
事
件
は
、
昨
年
12
月
24
日
、

跡
部
前
村
長
の
要
請
で
開
か

れ
た
議
会
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、「
自
分
が
幹
部
職
員

に
指
示
・
命
令
し
隠
ぺ
い
し

た
。
全
責
任
は
私
に
あ
る
」

と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
事

件
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

　

村
民
と
議
会
を
欺
い
て
き

た
、
前
村
長
の
嘘
で
固
め
た

３
年
間
の
真
実
を
、
当
時
の

議
会
議
長
で
あ
っ
た
萩
原
村

長
に
は
、
村
民
に
明
ら
か
に

す
る
責
任
が
あ
る
。

　

私
は
「
も
う
終
わ
っ
た
事

件
」
と
考
え
て
い
る
。
跡
部

村
長
は
辞
職
し
、
村
に
は
実

質
的
被
害
も
無
か
っ
た
の
で
、

調
査
等
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

 
議
員

 

村
長

萩原村政の
今後の基本方針を問う

　  大筋で継承していく

萩原村長の
基本的姿勢を問う

塩
浪
団
地
の
造
成
に
つ
い
て

　

  

緩
衝
緑
地
帯
等
を
検
討
す
る

山路　澄雄 議員
（一問一答）

佐 藤  　貢 議員
（一括質問）

新しい村長と議員が誕生しました。
「負の遺産」を乗り越え

「新生大衡村」を実現できるか…

村民に寄り添った政策を…
生きがいのある大衡村に

農業を考える会
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近
隣
に
大
学
や
専
門
学
校

の
な
い
本
村
で
は
、
通
学
・

進
学
に
経
済
的
負
担
を
強
い

ら
れ
る
。
給
付
型
奨
学
資
金

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

村
内
従
事
者
育
成
を
目
的

と
し
た
事
業
も
必
要
で
は
な

い
か
。

　

本
村
の
奨
学
資
金
は
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
者
に
対
す
る
教
育
の

機
会
均
等
を
図
る
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
い
る
。
給
付
型

を
創
立
す
る
ま
で
に
至
っ
て

い
な
い
。

　

人
材
育
成
を
考
え
検
討
し

て
い
く
。

　

村
長
の
公
約
で
は
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
、
ミ
ル

ク
・
お
む
つ
へ
の
助
成
事
業

に
積
極
的
な
検
討
を
す
る
と

言
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
は
。

　

タ
ク
シ
ー
利
用
を
含
め
、

ミ
ル
ク
・
お
む
つ
購
入
な
ど

必
要
性
に
応
じ
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

今
ま
で
以
上
の
も
の
に
し
て

い
く
。

 

教
育
長

 

村
長

奨
学
資
金
の

給
付
制
度
を
考
え
て
は

　

  

人
材
育
成
を
し
て
い
く　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

  

用
途
別
サ
ポ
ー
ト
導
入
を
検
討
中　

 

議
員

 

議
員

一 般 質 問村政を問う

　

村
長
は
施
政
方
針
の
重
点

政
策
の
中
で
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
と
述
べ
て
い
る

が
、
地
方
教
育
行
政
に
関
す

る
法
律
が
昨
年
改
正
さ
れ
、

教
育
委
員
会
制
度
が
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
。

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
が

一
本
化
さ
れ
、
教
育
長
は
首

長
が
直
接
任
命
す
る
な
ど
首

長
が
教
育
行
政
に
関
す
る
権

限
と
責
任
が
大
き
く
な
っ
て

く
る
。

　

今
後
の
教
育
行
政
政
策
に

ど
の
よ
う
な
基
本
方
針
で
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

教
育
は
国
に
お
い
て
も
村

に
お
い
て
も
家
庭
で
も
基
本

中
の
基
本
で
あ
る
。

　

地
方
教
育
行
政
に
関
す
る

法
律
改
正
に
伴
い
、
大
衡
村

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、

村
の
教
育
目
標
や
教
育
施
策

方
針
等
を
網
羅
し
た
「
教
育

に
関
す
る
大
綱
」
を
策
定
す

る
。

　

教
育
委
員
会
と
協
議
・
調

整
の
も
と
に
、
よ
り
民
意
を

反
映
し
た
教
育
課
題
に
即
し

た
政
策
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

 
議
員

　

職
員
が
良
好
な
職
場
の
中

で
働
き
、
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

①
大
衡
村
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
要
項
に
基
づ
く
委
員

会
の
人
員
構
成
に
医
師
、
臨

床
心
理
士
な
ど
を
含
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

②
職
員
の
住
居
手
当
は
、
上

限
１
万
円
で
あ
る
。
近
隣
の

町
と
同
等
の
２
万
７
千
円
に

す
る
考
え
は
。

③
現
在
、大
衡
村
職
員
定
数

条
例
で
定
め
て
い
る
定
数
を

満
た
し
て
い
な
い
。今
後
の
職

員
の
採
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

④
行
事
に
職
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
。

村
長
は
こ
の
対
応
を
ど
う
考

え
る
か
。

①
第
３
者
を
入
れ
て
構
成
し

て
い
る
自
冶
体
も
あ
る
。
今

後
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

②
近
隣
の
町
と
の
整
合
性
を

図
る
観
点
か
ら
、
今
後
考
え

て
い
く
。

③
平
成
24
年
度
に
お
い
て
29

年
度
を
目
標
と
し
た
定
数
管

理
計
画
を
策
定
し
、
定
員
目

標
を
90
名
と
定
め
て
い
る
。

目
標
に
向
け
て
、
計
画
的
に

採
用
し
て
い
く
。

④
今
後
、
他
方
面
か
ら
意
見

を
聞
き
、
方
策
を
考
え
検
討

し
て
い
く
。

　

前
村
長
時
代
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
学
校
教
育
や
生
涯

教
育
の
施
策
や
村
単
独
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
本
年
度
予

算
編
成
に
ど
の
よ
う
に
反
映

し
た
の
か
。

　

豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め

の
学
校
教
育
の
目
標
や
生
涯

に
わ
た
る
学
習
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

村
単
独
施
策
事
業
は
、
本

年
度
も
継
続
し
て
い
く
。

　

総
合
教
育
会
議
は
ど
の
部

署
が
担
当
す
る
の
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
策
定
し
て
い

た
村
教
育
基
本
方
針
は
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。

　

総
務
課
が
担
当
す
る
。

　

教
育
目
標
や
教
育
施
策
方

針
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
と
共
通
理
解
の
も
と
、
公

平
中
立
の
立
場
で
教
育
行
政

の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

教
育
の
最
終
目
標
は
人
材

の
育
成
で
あ
る
。
新
し
い
教

育
制
度
の
も
と
に
県
の
方
針

や
大
衡
村
総
合
計
画
に
則
り
、

中
立
・
独
立
し
た
教
育
行
政

を
進
め
て
い
く
。

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

教
育
長

 

議
員

 

議
員

一 般 質 問 村政を問う

 

村
長

教育施策の基本方針は
　  教育委員会と

連絡調整し取り組む

職員に対する待遇は
　  方策を検討する

みんな笑顔で
住みたい、住んで良かった
と思える大衡村に

石 川  　敏 議員
（一問一答）

小川ひろみ 議員
（一問一答）

「教育・子育て・ひとづくり」を
村政の柱に

子ども会リーダー研修会
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長
期
に
わ
た
り
休
ん
で
い

る
課
長
は
、
ど
ん
な
理
由
で

休
ん
で
い
る
の
か
。

　

給
与
関
係
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

課
内
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　

当
該
課
長
は
昨
年
末
よ
り

病
気
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
。

病
名
は
個
人
情
報
な
の
で
公

表
出
来
な
い
。
精
神
に
係
る

疾
患
が
回
復
し
な
い
為
で
あ

る
。

　

給
与
に
つ
い
て
は
、
病
気

休
暇
の
最
初
の
６
ヶ
月
ま
で

は
全
額
支
給
だ
が
、
そ
の
後

は
80
％
が
支
給
さ
れ
、
１
年

間
は
休
職
扱
い
と
な
る
。
管

理
職
手
当
や
通
勤
手
当
は
支

給
さ
れ
な
い
。

　

課
内
は
参
事
を
中
心
に
業

務
を
進
め
て
お
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ

う
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

副
村
長
も
関
係
者
と
し
て

訴
え
ら
れ
る
と
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
ど
う
か
。

　

副
村
長
に
つ
い
て
は
何
も

な
い
。

　

今
回
の
騒
動
を
「
男
女
間

の
関
係
で
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、
早
期
の
和
解
を
願
う
」

と
言
っ
て
い
た
が
そ
の
意
味

は
な
に
か
。

　

発
言
し
た
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
村
長
の
地
位
に

あ
っ
た
人
が
紛
争
を
継
続
す

る
の
は
好
ま
し
く
な
く
、
早

く
当
事
者
間
で
解
決
す
る
こ

と
を
意
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

民
事
裁
判
中
の
こ
と
に
、

和
解
云
々
と
触
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。

　

口
出
し
過
ぎ
と
感
じ
た
人

に
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

 
議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

村
長

　

前
村
長
の
弁
護
士
が
用
意

し
た
資
料
に
よ
る
と
、
「
前

村
長
、
副
村
長
、
総
務
課
長

の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
こ

ど
も
園
の
園
長
、
保
健
福
祉

課
長
も
不
正
入
園
に
つ
い
て

認
め
て
い
る
が
、
途
中
か
ら

一
転
否
定
、
前
村
長
を
パ
ワ

ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
で
提
訴
し

た
」
と
あ
る
。

　

不
正
入
園
が
あ
っ
た
の
か
。

　

不
正
入
園
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

今
は
係
争
中
と
い
う
こ
と

で
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

議
員

　

全
員
協
議
会
で
は
前
村
長

は
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に

つ
い
て
否
定
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
信
任
決
議
し
た
。

ど
の
よ
う
な
根
拠
、
理
由
が

あ
っ
た
の
か
。

　

私
達
が
問
題
に
し
て
い
る

の
は
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ

だ
け
で
は
な
い
。

　

特
別
多
数
決
を
敢
行
し
た

の
は
私
だ
け
で
な
く
、
そ
の

時
の
議
員
全
員
の
判
断
で
あ

る
。

不
信
任
決
議
の本当

の
理
由
は　

　

  

全
議
員
の
判
断
で
あ
る

一 般 質 問村政を問う一 般 質 問 村政を問う

休職中でも80％の給料か…

遠藤　昌一 議員
（一問一答）

文屋　裕男 議員
（一問一答）

不正入園の事実は
あったのか

　  あったかどうかわからない

村長の政治姿勢を問う
　  早急に課の体制を整える

首長の発言は重いよ
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復興セミナーに参加

あ
と

  

が
き

　

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

議
会
解
散
、
村
長
の
辞
職
な

ど
、
村
は
か
つ
て
な
い
事
態

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
も
決

ま
ら
ず
、
６
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、
再
度
予
算
が
提
出

さ
れ
、
予
算
総
額
40
億
５
千

万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
衡
村
議
会
議
員
の
一
人

と
し
て
、
村
民
の
方
が
た
に

不
安
や
混
乱
を
与
え
、
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
。
今
後
、

予
算
が
正
し
く
執
行
さ
れ
る

様
、
住
民
の
目
線
に
立
ち
、

主
張
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
早
坂　

豊
弘
）

大
衡
村
議
会
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固定資産評価審査委員

　固定資産評価審査委員について議会の
同意を求められ採決の結果、同意しまし
た

任期：
平成27年６月24日～平成28年６月30日

　平成27年７月24日、加美町バッハホールにて宮城県町
村議会議長会主催の復興セミナーに本議会より10名が参
加しました。
　地方と中央の復興に関する課題が２名の講師から述べ
られました。

復興セミナーに参加
岡本　勝成 氏

Topix

　

大
衡
村
も
新
た
な
村
づ
く
り
と
進
み
、
大
衡
村
の
味
を
、
魅
力

を
私
達
と
共
に
作
り
出
す
村
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
（
一
家
庭
の
会

話
の
場
と
同
じ
）
が
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
専
業
農
家
と
な
っ
て
15
年
、
50
歳
か
ら
農
業
に
就
職
を
し

て
地
域
の
方
々
と
直
産
市
場
の
経
営
を
第
一
歩
と
し
て
、
現
在
農

業
生
産
法
人
を
設
立
し
安
心
し
て
住
め
る
地
域
づ
く
り
に
、
ま
た

自
ら
の
加
工
業
も
妻
と
営
み
な
が
ら
楽
し
み
と
辛
さ
が
日
々
あ
り

で
す
。

　

よ
く
卵
が
先
か
鶏
が
先
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
農
業
も
補
助
金
が

先
か
事
業
（
行
動
）
が
先
か
と
何
事
に
も
当
て
は
ま
る
言
葉
で
す
。

　

農
地
の
利
用
方
法
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
、
さ

ら
に
６
次
産
業
化
と
し
て
、
大
衡
産
の
商
品
開
発
に
も
力
を
注
い

で
、
大
衡
村
の
根
幹
で
あ
る
農
業
、
緑
豊
か
な
大
地
を
大
切
に
し

て
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

大
瓜
下
地
区

  
堀  
籠  

吉  

實 

さ
ん

動
き
始
め
る
村
づ
く
り
に


